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毎
年
、
5
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

「
Ｑ
‐
ｄ
ｅ
ｎ

Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
（
給
田
ウ
ォ
ー
カ
ー
）

を
作
ろ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
5
年
生
が
5
～
6
人
の
班
に
分
か

れ
、
給
田
・
烏
山
の
地
域
に
あ
る
お
店
や
施
設
、

場
所
な
ど
を
取
材
し
、
あ
る
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る
雑
誌
「
東
京
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
の
よ
う
な
地

域
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
発
表
す
る
と
い
う

体
験
型
の
学
習
活
動
で
す
。

学
校
か
ら
の
依
頼
で
、
今
年
も
リ
エ
ゾ
ン
が
子
ど

も
た
ち
の
訪
問
先
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
。

5
年
生
の
先
生
が
た
か
ら
、
こ
の
授
業
の
ね
ら
い
に

つ
い
て
、

・
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
地
域
を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ

・
取
材
を
通
し
て
地
域
の
方
が
た
と
の
交
流
を
深
め

る・
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
、
自
分
の
言
葉
で
表

現
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
う
か
が
い
、
昔
か
ら
、
こ
の
地
域
で
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
方
、
給
田
小
に
か
か
わ
り
の
あ
る
方
で
、

仕
事
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
へ
の
思
い
を

子
ど
も
た
ち
に
語
っ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
視
点

で
、
30
か
所
の
訪
問
先
を
選
び
ま
し
た
。

10
月
29
日
に
は
1
組
と
2
組
が
、
11
月
1
日
に
は

3
組
と
4
組
と
5
組
が
、
実
際
に
訪
問
し
て
取
材
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
2

～
3
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

11
月
21
日
に
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
発
表
）

が
行
わ
れ
、
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
て
子
ど
も
た
ち

も
お
互
い
に
発
表
を
聞
き
合
い
ま
し
た
。
あ
る
児
童

は
「
8
か
所
の
発
表
を
聞
い
て
、
ど
こ
も
地
域
の

人
の
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
取
材
を

受
け
た
側
の
地
域
の
み
な
さ
ん
も
来
校
さ
れ
、
参
観

の
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
発
表
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

12
月
19
日
、
校
長
室
に
て
第
8
回
学
校

運
営
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
杉
山
校
長
よ
り
近
況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
「
11
月
に
行
わ
れ
た
展
覧
会
は
、

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
概
ね
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
土
曜
授
業
が
2
週
続
い

た
こ
と
に
対
す
る
意
見
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
う
し
た
点
を
次
回
に
は
検
討

し
た
い
。
学
校
関
係
者
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
5
・
6
年
生
に
共
通
し
て
『
み

ん
な
の
意
見
を
聞
く
』
『
み
ん
な
で
考
え
る

授
業
が
楽
し
い
』
と
感
じ
て
い
る
児
童
が
多

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
重

点
目
標
に
し
て
き
た
成
果
を
感
じ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
学
校
関
係
者
評
価
委

員
会
で
分
析
し
、
2
月
頃
に
み
な
さ
ん
に
報

告
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
」

次
に
、
安
部
主
幹
教
諭
か
ら
「
最
近
、
決

め
ら
れ
た
通
学
路
で
下
校
し
て
い
な
か
っ
た

り
、
道
路
を
数
人
で
横
に
広
が
っ
て
歩
い
た

り
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
の
で
、
教
員

が
通
学
路
に
立
っ
て
指
導
を
し
て
い
る
」
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
主
幹
教
諭
か
ら
は
「
5
年
生
の
『
Ｑ

‐
ｄ
ｅ
ｎ

Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
（
給
田
ウ
ォ
ー

カ
ー
。
以
下
、
Ｑ
Ｗ
と
表
記
）
を
作
ろ
う
』

の
授
業
で
は
、
30
か
所
も
の
訪
問
先
で
地
域

の
方
が
た
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
教
員
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
」

と
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
（
以
下
「
リ
エ
ゾ

ン
」
と
表
記
）
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
リ
エ
ゾ
ン
か

ら
は
「
今
年
の
Ｑ
Ｗ
は
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
が
付
き
添
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
児
童
が
成
果
を
発

表
す
る
時
に
は
、
訪
問
先
で
お
世
話
を
い
た

だ
い
た
地
域
の
方
も
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
井
上
委
員
長
か
ら
「
今
年
度
の

委
員
会
も
残
す
と
こ
ろ
3
回
。
来
年
度
以
降

の
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

仕
事
の
都
合
な
ど
で
月
1
回
の
定
例
会
議
に

出
席
し
に
く
い
委
員
も
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

前
回
も
お
話
し
た
よ
う
に
、
通
信
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
深
め
て
い
く
グ
ル
ー
プ
、
委

員
会
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー

プ
、
と
2
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
活

動
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
の
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

1
月
9
日
、
校
長
室
に
て
第
9
回
学
校

運
営
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
杉
山
校
長
よ
り
「
来
年
度
の
委

員
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
清
水
委
員
よ
り
、
通
信
第
7
号
に

つ
い
て
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
末
に
消
防
団
が
地
域
の
夜
警
を
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
、
年
始
に
は
烏
山
上
町

奉
賛
会
、
給
田
囃
子
連
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
獅
子
舞
ま
わ
り
を
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
活
動

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
感
謝
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
片
山
副
校
長
よ
り
、
2
年
生
の

畑
で
の
体
験
授
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
来

年
度
か
ら
は
リ
エ
ゾ
ン
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
、
「
も
ち
つ
き
会
」
に
つ
い
て
、
教
員
か

ら
「
保
護
者
の
参
観
を
可
能
に
出
来
な
い
か
」

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
2
年
生
の
体
験
授
業
に
つ
い
て
は
、

リ
エ
ゾ
ン
か
ら
「
年
度
始
め
に
お
お
よ
そ
の

日
程
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
内
容
を
知
ら
せ

て
も
ら
え
れ
ば
、
お
受
け
す
る
こ
と
は
で
き

そ
う
。
た
だ
し
、
12
月
に
100
本
以
上
の
大
根

を
収
穫
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
は
農
家
の
方
で

も
準
備
が
必
要
で
あ
り
、
早
め
に
日
程
な
ど

を
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。
他
の
学
年
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
つ
い
て
も
同
じ
」
と
の
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
も
ち
つ
き
会
」
に
関

し
て
は
、
千
歳
民
俗
資
料
保
存
会
の
副
会
長

で
も
あ
る
清
水
委
員
か
ら
「
保
護
者
に
『
か

け
づ
き
』
を
見
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
が
、

現
状
で
千
人
分
以
上
の
も
ち
を
つ
い
て
お
り
、

量
的
に
は
限
界
。
保
護
者
が
食
べ
る
分
ま
で

は
用
意
で
き
そ
う
に
な
い
」
と
の
返
答
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
始
め
に
再
度
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
井
上
委
員
長
よ
り
「
来
年
度
の

委
員
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
委
員
と
し
て
何
を
や
り
た
い
の

か
、
や
る
べ
き
な
の
か
を
も
う
一
度
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
組
織
化
す
れ
ば
継
続
し
や
す

い
が
、
時
間
と
と
も
に
形
骸
化
し
て
い
く
恐

れ
も
あ
る
。
校
長
が
替
わ
り
、
委
員
が
替
わ
っ

て
い
く
な
か
で
、
給
田
小
ら
し
さ
を
大
事
に

し
な
が
ら
活
動
を
深
め
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
各
自
考
え
て
欲
し
い
」
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

1.校長より
・展覧会のアンケート結果
・学校関係者評価に関連して

2.安部主幹より
・児童の下校状況について

3.鶴岡主幹より
・Q‐den Walkerについて

4.リエゾン・オフィスより
・Q‐den Walkerの報告

5.井上委員長より
・来年度の活動について

出席者
井上、田中、芝﨑、程原
溝口、増本、椿、杉山
安部、鶴岡
リエゾン・オフィス

学
校
運
営
委
員
会
通
信

世
田
谷
区
立
給
田
小
学
校

平成25年度 第7号

平成26年2月3日

世田谷区立給田小学校

学校運営委員会

委員長 井上健

議 題 第8回運営委員会

1.校長より
・次年度にむけて

2.副校長より
・リエゾンへの要望
・次年度のもちつき
会について

3.リエゾン・オフィス
より
・学校支援コーディ
ネートについて

出席者
井上、清水、田中
芝﨑、程原、溝口
増本、椿、杉山
片山、安部、鶴岡
リエゾン・オフィス

議 題

第9回運営委員会
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たくさんの
お米があって
びっくりしま
した。島田さ
んは、仲 良
く親子でやっ
ていました。発表の時、すごく
緊張してはずかしかったけど、
せっかく忙しい中、島田さんも
お母さんたちも見に来てくれた
ので頑張りました。終わった時
に島田さんが「すごく良かった

よ。ちゃんと
聞いてたね」
と言ってくれ
て、すごい嬉
しかったです。

加藤さんは、
お茶の種類や入
れ方を知ってい
てすごいと思い
ました。忙しい
のに、みんなの
ためにお茶のことをくわしく
教えてくれてうれしかったで
す。私は加藤さんのおかげで
お茶のことがよくわかりまし
た。そして「きり山」という

お店を知る
ことができ
てうれしかっ
たです。

髙橋さん
はぼくたち
のインタビュー
もしっかり
聞いてくれ
たし、自分
が頑張って
作った野菜もくれて、とても
やさしい人だと思いました。
髙橋さんは畑の仕事を「一生
研究できる場所」と言ってい
て、すごいと思いました。ぼ
くはこれからは好き嫌いはし
ないでいろいろな人が頑張っ
て作った物を感謝して食べた
いです。

知らなかっ
た場所だったけ
ど良い所だとわ
かりました。3
00年以上も屋
敷林が続いてい
てすごいと思い
ました。古く昔からある歴史の
あるものが減ってきているので、

大切に
しよう
と思い
ました。

烏山は商店街が多くてとて
も便利ないいところだなと改
めて感じました。

社会科見学の工場と違い、
若生さんたちは本当に心から
かんげいしてくれていて、地
域の人ってすばらしいなと思
いました。

実際にちくわぶをつくって
いる所や、こんにゃくの原料
を見せてもらいました。瀬間
商店は勲章や賞状を10こも持っ
ているからすごいと思いまし
た。新聞の題を「16人で支え
る瀬間商店」にしました。

大輪印刷に行って、宍戸さ
んが本当に給田のことが好き
なのだなぁと思いました。給
田や烏山のよさは、地域のこ
とをみんなが支えていてみん
ながいい町と言っているから
だと思います。

給田郵便局は、お客さんの
事をよく考えていてあたたか
いふんいきの所でした。4人
しか働いていないのに、すば
らしい場所だったのは、4人
で協力しているからだと思い
ます。協力は大切なんだとい
うことを勉強しました。

幅広い年齢の方が利用できるよ
うに工夫していることがわかりま
した。そして地域に住む人同士の
つながりを作るきっかけとなる場
所だということもわかりました。
「赤ちゃん教室のお母さんたちが
交流や相談のできる環境を提供し
ています」という話が心に残りま
した。

畳を作るのに、高い機械を使っ
ていて驚きました。畳のつくり
方や種類がわかって良かったで
す。畳店を受け継いで一人で仕
事をしている高橋さんはすごい
なと思いました。これからも作
り続けて欲しいなと思いました。

鶴
岡
先
生

給
田
小
7
年
目

ＱＷという学習は、ポスター
セッション(発表)を取り入れ、
保護者や訪問先の方に来ていた
だけるようになったことでより
よい形に変わってきていると思
います。

子どもたちの感想からも地域
に対する愛着を感じます。子ど
もたちは多くの人に支えられて
いる温かさを感じることで素敵
な大人になっていくのでしょう。
お忙しい中、快く協力してくだ
さり、力強く支えてくださった
方がたに心より感謝しています。

「
シ
マ
ダ
ラ
イ
ス
班
」

の
発
表
。

お
忙
し
い
中
、
島
田

さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
り

緊
張
気
味
。

小
田
先
生

給
田
小
１
年
目

ＱＷは初めてでしたが、訪問先
のコーディネートから事前授業の
サポート、来年に繋がるようにと
訪問先にお礼までリエゾンの方が
やってくださっていることにびっ
くりしました。何もかもやってい
ただいて感謝しています。

個人的には、この地域に住んで
いるのに知らないところばかりで、
子どもたちだけでなく自分も勉強
になりました。

一番心に残ったのは、スーパー
と違い、お客さんとのコミュニ
ケーションがあるということで
す。特に商品などの選び方も聞

くことがで
きるのがい
いなと思い
ました。

川
﨑
先
生

給
田
小
１
年
目

地
域
の
み
な
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
作
っ

た
校
庭
、
給
田
小
が
で
き
た
と
き
の
給
田
町

会
の
喜
び
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

他
の
学
校
で
高
学
年
を
地
域
に
出
す
と
い

う
活
動
を
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
た
ち
（
教
員
）
で
す
べ
て
や
る
と
し
た

ら
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
訪
問
先
に
は
も

う
少
し
早
め
に
ご
あ
い
さ
つ
に
行
く
べ
き
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

加藤晋一郎さん
島田紘司さん・順一さん

若生さん

髙橋哲也さん

瀬間克己さん

局長・梅野さん 飯島さん

職員のみなさん
小林宏志さん

世田谷トラストまちづくり

宍戸竜也さん

宍戸善行さん 宍戸和良さん

杉田長治さん

高橋洋一さん

青果サンエイ

肉の柳屋

魚専門店・魚卯

宍戸伊助さん

「石油がどれくらい売れていま
すか？」という質問に対し、電卓
を持ってきてまで調べてくれ、熱
心に教えてくださったことが嬉し
かったです。

宍戸さんは給田小の卒業生で、
給田小の昔の校舎の様子を教えて
くださり、今との違いを比べられ
て面白かったです。

仕入れるお酒を自らの舌で
確かめて仕入れをしている宍
戸さんの仕事へのこだわりが
印象に残っています。

たくさんある商品の味や場
所などをすぐに答えていただ
き驚きました。

お客さんの要望にこたえて
仕入れをしたり、杉田さんと
話がしたいためにお店を訪ね
る人がいたりと、杉田さんの
温かい人柄に触れることがで
きました。

お客さんがお店に入りやす
いような工夫も教えてくださ
り、勉強になりました。

事前授業の様子
リエゾンが訪問先がどんなところか

を説明し、子どもたちはその話をもと
に取材内容を考えました。

み
ん
な
で
協
力
し
て
発

表
す
る
「
宍
戸
コ
ン
ク
リ
ー

ト
班
」
。

麻
生
さ
ん
（
盆
栽
）
は

子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
嬉

し
そ
う
に
聞
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
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私は畑に
行って、野
菜の安全や
美味しさを
考えてさま
ざまな工夫を杉田さんがしてい
ることが分かりました。野菜作
りにはたくさんの工夫や苦労が
あるのだなと思いました。自分
がもし仕事をするときは、相手

の事を考え
ながらでき
るようにな
りたいなと
思いました。

杉田さんは、お客さん1人
1人を大切にしていることを
感じて心があったかくなりま
した。自分も大人になったら
地域を見守りたいです。杉田
整骨院はなくてはならない存
在だと思います。

昔の烏山駅の様子や、特色な
どがわかり、ふだんは意識せず
に利用していた千歳烏山駅です
が、興味がわいてきました。発
表でのめあては「地域のことを
発する」だったので地域のこと
を伝えられたと思います。

給田の伝統
や良い所がた
くさんわかっ
たので良かっ
たです。給田
に住んでいて
よかったなと感じました。
会長さんはとてもがんばっ
ているので、よい町づくり
にぜひとも協力していきた

いと
思い
まし
た。

ベルフォート見学を通し
て、「良い町にしていきたい」
と思う人は、一人や二人では
できないことがわかりました。
それをみんなに知らせていき、
良い町にしていくということ
が大事だと思いました。

警察官の勇ましい姿を感
じました。じゅうを持って
いる人に立ち向かえる強さ
やどんな日も立ってあいさ
つしてくれる程原さんに感
謝します。そして私は駐在
所に行ったので交番のこと
もしらべたいと思いました。

お寺や寺町通りの歴史を
聞くことで、奥深さを感じ、
伝統を守りたいと思いまし
た。

地域のこともくわしく知
ることができて良かったで
す。

ファミリーマートの事を調
べてみてお店だから地域とあ
まりかかわっていないと思っ
ていたけど、ずっと昔からお
店があるから地域との付き合
いが長いことにびっくりしま
した。

１番心に残ったことは、田
部井さんは、みんなのために
いつもきれいなお花をつくっ
ているんだなーということで
す。田部井さんみたいなお客
さんや友達にやさしくできる
人になりたいと思いました。

工場を見学して、コンクリー
トの材料の量を調節して硬さを
変えていることにおどろきまし
た。微妙な調節をして200種類
ものコンクリートを作っている
そうです。運ぶ時も固まらない
ように90分以内に運ぶそうで、
とても大変だと思いました。

今私たちが通っている給
田小学校は、みんなの協力
でできているとわかりまし
た。なので協力してくれた
地域の人に感謝したいと思
いました。

見学を終えて、自転車にはい
ろいろな部品があり直すのがと
ても大変だと知り勉強になりま
した。自転車は気軽に使うもの
だけど、店の苦労がたくさんあ
ることがわかりました。自転車
のことをもっと知りたくなりま
した。

烏山総合支所の人たちがど
のような仕事をしているのか
予想がつきませんでしたが、
烏山総合支所は烏山地域の中
心的な場所ということがわか
りました。これからは烏山
（給田）や世田谷の多くの行
事に参加したいと思いました。

樋
口
先
生

榎
本
先
生

給
田
小
2
年
目

給
田
小
1
年
目

麻生則行さん

工場長・安井さん

宍戸典夫さん地域振興課・渡邉さん

林光男さん 林郁子さん店長・行徳さん

社長・沖田さん

杉田和明さん・竹次郎さん

杉田洋一さん

助役・三浦さん

田部井弘子さん

池亀優子さん・恵二さん

宍戸安夫さん

吉橋勝寛さん程原剛さん

戸羽清治さん

ＱＷは初めてのことで最初はと
ても不安でしたが、子どもたちが
こうして地域について勉強できる
のはすごくいいなと思いました。

自分が住んでいる地域にどうか
かわっていくか、ということを考
えさせられた子がいて、これから
は地域の行事とかに参加したいと
言っていました。

訪問先はいい方ばかりで、優し
い人たちに囲まれて、子どもたち
は幸せだなと思います。

「杉田整骨院班」の発表を聞く程原
さん。林さんや京王メガネセンターの
沖田さんも発表を聞きに来てください
ました。

自分のお店「ちとせフラワー」の発
表を聞く田部井さん。子どもたちとの
再会を喜んでくださいました。ベルフォー
トの戸羽さんも来てくださいました。

「給田のことを自分の言葉で伝
えられるようになるといいよね」
と言って授業を行っていましたが、
子どもたちに伝わったようです。

給田のいいところに触れた子も
いれば、お店の方の人柄に触れた
子もいました。協力していただい
た地域の方がた、ボランティアに
参加してくださった保護者のみな
さま、ありがとうございました。

子どもの感想を見て「とてもい
い活動だな」と思いました。子ど
もたちの成長が感じられました。

私たちの質問にやさしくこ
たえてくださいました。クリー
ニングのこともたくさん教え
てもらいました。林さんのや
さしさや笑顔がお客さんにとっ
てはサービスなのだなと思い
ました。

京王メガネセンターの方
たちは、私たちの質問に対

してとてもていねいに説明

してくださいました。お店

で働く方がたの優しさを学

びました。

ぼくはJAファーマーズマー
ケットを見学して思ったこと
があります。それは、一つ一
つのことに心をこめて仕事を
していることです。将来就職
してこういう所で仕事をする
ことになったら心をこめて働
きたいです。

チーフ・小松さん
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「
学
校
運
営
委
員
会
通
信
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
写
真
（
個
人
が
特
定
で
き

る
）
等
を
含
む
個
人
情
報
は
、
ご
本
人

の
承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

給
田
小
か
ら
北
に
向
か
う
通
学
路
。

黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
男
の
子
が

小
走
り
に
帰
り
道
を
急
い
で
い
た
ら
、

躓
い
て
前
の
め
り
に
転
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
ば
に
い
た
高

学
年
の
女
の
子
た
ち
が
、
「
大
丈
夫
？
」

と
声
を
か
け
て
起
こ
し
て
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
様
子
が
と
て
も
自
然

で
「
あ
あ
、
こ
の
学
校
の
子
た
ち
、

い
い
な
」
と
思
っ
た
の
が
、
今
か
ら

14
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の
時
か
ら

ず
っ
と
、
私
は
素
直
な
給
田
小
の
子

ど
も
た
ち
が
大
好
き
で
す
。

学
校
運
営
委
員
の
一
員
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
を
間
近
に
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地

域
の
方
が
た
の
温
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
保
護
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
環
境
で
子
ど
も
が
育
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
自
身

も
、
子
ど
も
が
給
田
小
を
卒
業
し
て

か
ら
も
、
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
大
人

の
一
人
と
し
て
、
微
力
で
す
が
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ

て
い
く
こ
と
で
恩
返
し
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

学
校
運
営
委
員

溝
口

よ
し
子

12
月
12
日
、
2
年
生
が

生
活
科
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
浅
野
さ
ん
の
畑
で

大
根
と
に
ん
じ
ん
の
収
穫

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
浅

野
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
お

子
さ
ん
が
給
田
小
に
入
学

し
た
年
か
ら
始
ま
り
今
年

で
4
年
目
に
な
り
ま
す
。

収
穫
に
先
だ
ち
、
12
月

3
日
に
浅
野
さ
ん
が
事
前

授
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
、
た
く
さ

ん
の
種
類
の
野
菜
を
持
参
さ
れ
、
野
菜
に
よ
っ
て

種
を
蒔
い
て
か
ら
収
穫
で
き
る
ま
で
の
期
間
が
違

う
こ
と
、
変
わ
っ
た
形
の
野
菜
が
出
来
る
の
は
な

ぜ
か
な
ど
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
収
穫
当
日
。
澄
み
渡
っ
た
空
か
ら
そ

そ
ぐ
日
差
し
に
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
畑
に
到
着
す
る
と
、
浅
野
さ
ん
ご
夫
妻
が

笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
胸
の
あ
た
り
ま
で
青
々
と
元
気
に
葉
を
茂
ら
せ

た
大
根
畑
の
前
で
「
大
根
は
手
で
抜
い
て
は
ダ
メ

で
す
。
腰
で
抜
き
ま
し
ょ
う
」
と
浅
野
さ
ん
が
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
が
た
が
お
手
本

を
見
せ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
畑
に
一
列
に
並
び
、

大
根
に
負
け
な
い
よ
う
、
足
を
踏
ん
張
っ
て
引
き

抜
き
ま
す
。
土
の
中
か
ら
真
っ
白
で
大
き
な
大
根

が
表
れ
る
と
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
「
う
わ

～
大
き
い
！
」
「
お
れ
の
方
が
大
き
い
よ
」
「
お

母
さ
ん
に
お
で
ん
作
っ
て
も
ら
う
」
「
豚
汁
も
食

べ
た
い
」
「
葉
っ
ぱ
も
食
べ
ら
れ
る
ん
だ
よ
！
」

と
、
大
興
奮
で
し
た
。
そ
し
て
、
浅
野
さ
ん
が
、

人
の
足
の
よ
う
に
先
が
二
股
に
分
か
れ
た
大
根
を

掲
げ
「
ど
う
し
て
こ
の
大
根
は
こ
ん
な
形
に
な
っ

た
か
な
？
」
と
聞
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

声
で
「
石
が
あ
っ
た
か
ら
！
」
と
答
え
て
い
ま
し

た
。
浅
野
さ
ん
の
事
前
授
業
で
教
わ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
得
意
げ
な
笑
顔
が
輝

い
て
い
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
大
根
と
に
ん
じ
ん
を

収
穫
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
何
だ
か
赤
ち
ゃ
ん
み
た

い
」
と
大
事
そ
う
に
抱
え
る
姿
に
「
子
ど
も
た
ち

に
野
菜
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
浅
野

さ
ん
の
思
い
が
し
っ
か
り
届
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

12
月
14
日
（
土
）
、

千

歳
民
俗
資
料
保
存
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
共
催
に
よ
る
「
も
ち
つ
き

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
冷
た
い
北
風
か
ら
一

転
、
小
春
日
和
の
日
差
し
の

中
、
何
段
に
も
重
な
っ
た
大

き
な
セ
イ
ロ
か
ら
蒸
気
が
た

ち
上
が
る
光
景
に
、
登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち

の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

始
め
に
、
保
存
会
会
長
の
麻
生
則
行
さ
ん
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、
副
会
長
の
伊
藤
弘
康
さ
ん
（
給
田

小
子
ど
も
ば
や
し
指
導
者
）
の
解
説
で
1
年
生
か

ら
各
学
年
ご
と
に
「
か
け
づ
き
」
を
見
学
し
ま
し

た
。
あ
つ
あ
つ
に
蒸
し
あ
が
っ
た
も
ち
米
の
入
っ

た
セ
イ
ロ
を
目
の
前
ま
で
持
っ
て
い
く
と
、
湯
気

を
顔
に
あ
び
な
が
ら
「
う
わ
ぁ
ー
、
お
い
し
い
に

お
い
」
「
あ
っ
た
か
ー
い
」
な
ど
と
声
を
あ
げ
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
「
か
け

づ
き
」
は
も
ち
米
を
う
す
に
入
れ
、
4
人
が
き
ね

で
こ
ね
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
昔
は
「
も
ち

つ
き
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
お
こ
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
こ
の
歌
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
た
は

少
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
給
田
小
で
再
現
で

き
た
ら
素
敵
で
す
ね
。
（
ど
な
た
か
ご
存
知
で
し

た
ら
、
学
校
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い

で
す
…
♪
）

も
ち
米
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
る
と
、
こ
こ
か

ら
は
つ
き
手
が
ぐ
っ
と
腰
を
お
と
し
、
息
を
合
わ

せ
て
早
い
リ
ズ
ム
で
一
気
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
「
よ
い

し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」
と
か
け
声
や
手
拍
子
も
加

わ
り
ま
す
。
つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
す
ぐ
に
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
に
運
ば
れ
、
保
存
会
の
み
な
さ
ん
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
係
に
よ
っ
て
、
素
早
く
「
き
な
こ
も
ち
」

と
「
磯
辺
巻
き
」
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
待
つ

教
室
に
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。

食
べ
終
わ
っ
た
ク
ラ
ス
か
ら
、
ぞ
く
ぞ
く
と
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
。
「
も

ち
米
が
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
お
も
ち
に
な
る
な

ん
て
」
「
か
け
づ
き
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」
「
来

年
も
見
た
い
」
「
朝
早
く
か
ら
準
備
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
な
ど
心
温
ま
る
言
葉
に
み
な
さ
ん

の
顔
も
ほ
こ
ろ
ぶ
ひ
と
と
き
で
し
た
。
先
生
が
た

か
ら
は
「
給
田
小
が
地
域
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
、

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」
「
貴

重
な
体
験
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
の
お
礼
の
言
葉

も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
地
域
の
み
な
さ

ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
手
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
た
「
も
ち
つ
き
会
」

は
、
も
ち
の
温
か
さ
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
里
の
記
憶

と
し
て
心
に
刻
ま
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

まず、校長先生がお手本で大根を抜きま
した。「校長先生、頑張れ～！」

浅野泰三さん

1列に並んだら
どの大根を抜くか決めて、

決まったら葉っぱの根元をしっ
かり握り腰を落とす。

体全体を使って･･･
なかなか抜けません(>_<)。

う～ん･･･抜けた！

「ありがとうございました。」
口々にお礼を言う子どもたちを
笑顔で見送る浅野さん。

PTAの大先輩たちです

裏方で大活躍・保存会女性陣

大切に育てた大
根とにんじんを、
2年生のために10
0本以上も無償で
提供してください
ました。

浅野さんも一緒に腰を落として、佐藤さん

伊藤さん
島さん

山岸さん

か
け
づ
き

う～ん･･･

貴重な体験をさせていただき、
本当にありがとうございました。

続いて2年生の先生がたも挑戦。

先生たち、嬉しそう(̂ Ô )。


